
【資料3】平成30年度安心して暮らせる地域公共交通確保事業アンケート後の 
利用者意見の集約方法について 

•部会参加者の選定は、行政、運行事業者及び利用者（住民及び企業等）等の中から選定 

•運営方式は、できるだけ意見を引き出しやすくする方法（ワークショップ方式等）で実施 

•部会の回数は、３回程度を想定 

部会の設置・運営方法 

• 受託者は、アンケートを集約し、部会に必要な資料を準備 

• アンケート集約・分析結果を元に、部会で協議をし、意見を集約 

• アンケート集約・分析結果及び部会での協議を踏まえ、広陵元気号の路線、運行ダイヤ等の
見直しを検討し、実施可能な再編実施計画（案）の取りまとめの実施 

アンケート集約後の意見の集約方法について 

• 広陵町公共交通活性化協議会への住民意見の効果的な反映 

• 広陵町地域公共交通活性化協議会に部会参加者（住民・企業）の参画を検討 

今後の協議会委員について 
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今後の部会の流れと協議会委員について 


